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ゼ（A・・yl・sel による効輸 トレ ハ 臣 姓 産に つ い て報告 したω ． 今鳳 メチ 。

ト鞨 フ酵母 Candida加 idinii《t：．　boldinii｝C：よる効率的なGTase、　Amylase　k産系の構築 を葭的と し
て 、 それぞれの 酵素の C．　beidinitpaでの斃硯に っ い て検射 したの で報告する 。

防 法及び結果lC，　bOidiniiZこお い て 、 メ タ ノ ール を嵐素源 と して培養するこ とに よ っ て ア ル コ ー

ル 才キシターゼと同様に 著量生産 される ギ酸脱水蘖醒素の選 伝子（融 麟 1より調節領域 を取得 し、
異種遺 伝子発現 ベ クター を構築 した。 GTase、　Arfiylase構造憑侮子 をそれ ぞれ 発現 ベ ク タ

ー
の

FZ］Nfプロ モ ーター
下 流に連結 したプラ ス ミ ドよ VJ形質転換体 を得た。 形質転換綵 をメタ ノール を

麟 源として職 する と・棟 それの酵烈 よ菌体内に鯲 型牲 産 畝 てい た． 最も生産性の 葛
か っ た株 で は溌現ベ クタ

ー
が多コ ビ・一

で藥艶体 1こ挿入 されて い た 。 70 ℃ の 熱処理 に よ り C．　boidinii
由来の菌体 内タ ン パ ク質の 大部分膵 溶性となっ た こ とか らC．　boidiniiを　reい た発現系が トレハ 自 一
ス 生成酵素生産に お い て有用である こ とが明 らか とな っ た。
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